
Nobby's VOICE
世界のアイコン作家、
Nobby先生の独占インタビューを掲載！！
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いま最も注目を浴びる、世界を股にかけるアイコン作家。
その筆で紡がれる圧倒的なファンタジーは、クレオパトラ七世、楊貴妃
と並び、世界の三大美に数えられる。また、時として二十世紀が生んだ
最高の梨は二十世紀梨であるとまで言われる。
アイコン作家としての代表作には、Leeshore、Owl's Nest、Senebier
など。いずれの原画も、没後には大英博物館に収蔵される可能性がある
と本人により噂される。今後も目が離せない。
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ー Nobby先生、お久しぶりです。待ちに待った新作ですね。
「『涓滴岩を穿つ』という古い諺がある。小さな水の雫でも、いずれ岩を貫くほどの
効果を発揮するという意味だね。昨今の僕の活動を端的に表した言葉と捉えてもらっ
て構わない」

ー つまり、ちょっとした作用を及ぼすにも異様に時間がかかるという事ですか。
「私はまじない師ではないが、当ててみせよう。君は友達が少ないはずだ」

ー Nobby先生よりは多いと思います。さて、このKnocksというソフトウェア、今回
もまた、先生はアイコンのデザインに留まらず、その設計や実装にまで意見を為され
たのだと伺いました。
「どうしてそこまで、と疑問に思うかい？　簡単な事さ。……僕はね、デザイン
（design）とは、ある対象について、良い構成を工夫する事だと常に考えている」
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ー デザインの定義をWikipediaから丸々引用しないで下さい。
「では言い改めよう。僕はdesignという英単語の綴りと発音の成り立ちに未だに納
得できずにいる。ある場合には絶望感を覚えるほどにね。もっと言うならば、signを
『サイン』と発音する時点で言葉の暴力とさえ思える。登校拒否も辞さない構えさ。
signは僕的に読めば『シグン』だ。従ってdesignは『デシグン』だ」

ー さすがです。受験で英単語を暗記する際に、「complain → 昆布の雨が降る → 気
持ち悪い → 不平を言う」よって「complain: 不平を言う」と、自己解釈の階段を設
けて英語から日本語への幼稚な翻訳を行っていただけの事はありますね。
「今、文末でさらっと批判したね。危うく聞き流すところさ。……そう、さらに職人
的暗記法の一端を披露すると、どうしても解釈の階段が設けられない単語はすべて人
名扱いとして難を逃れたものさ。regard → リガードさんが道を歩いている → 不思
議な色の昆虫を見つける → 注意を払う」従って「regard: 注意を払う」というよう
に。ただし、「不思議な色の昆虫……」、あたりで記憶が止まってしまうと、職員室

に呼ばれるレベルの、わけのわからないテスト結果を導く恐れがある事に留意して欲
しい。

ー 私は「リガードさんに注意を払う」で覚えました。
「時に凡人は天才を凌駕するという。16世紀末の無名なる詩人が残した言葉だ」

ー 勉強になります。ところで今回のKnocksに取り入れられた右ダブルクリック＋ド
ラッグ、という操作、非常に珍しいというか、「素直にジェスチャにすればいいの
に」という意見も聞こえます。
「ジェスチャについては、個人的にはCocoa Gesturesというソフトウェアを一時期
使っていたのだけど、しばらくして使うのをやめてしまった。Macユーザの方々にわ
かりやすい表現で言うと、僕のような高貴な人間にとって、Cocoa GesturesはiCab
くらいの使用期間だったのさ」

ー ものすごくわかりやすいです。とは言え、この「右ダブルクリック＋ドラッグ」操
作も、ジェスチャと言えばジェスチャなわけですが、Expogestureの作者さんの許可
は取ったんですか？　取ってないでしょう？
「むむ、唐突に出たな、靖国問題。しからば当方、牛歩戦術で……。というよりもだ
ね、ドラッグ操作も上下左右くらいなら簡単だし、誤認識もないだろうと考えての実
装なんだ」

ー しかし先生、この操作、簡潔な名称が与えられていないので定着は難しいという
的確な指摘も受けているようですが。
「君も知っていると思う。実はこのソフトウェアの名称自体、当初は『Knockout 
Mouse』か『三本ノック』のどちらかでいこうと開発チーム内では確定していたの
さ。ところが、前者は外国の方から名前に関する質問メールが届いた際、回答に半日
かかるであろう事、後者はGoogleで検索してみれば意外と広く使われている事が判
明して、断念したわけだね。結果的にとてもシンプルな『Knocks』となった」

ー つまり、この難解な操作にも、後から自然と名前がつくものだ、と。
「では、少しひねりすぎかもしれないが……、『ジェスチャ』とでも呼ぼうか」
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